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学位論文審査結果報告書 
平成 31年 1月 21日 
 
大学院医学研究科様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
審査結果要旨 
氏名 氏家大輔 
学位論文題名 KRT17 as a prognostic biomarker in stage II colorectal cancer 
      （Stage II大腸癌における予後予測バイオマーカーとしての KRT17） 
 
本研究は術後補助化学療法の効果が確立していない stage II 大腸癌に対し、術後高再発
リスク症例を判別するバイオマーカーをまず４つのコホートを用いて検索し、有用である 6
つの遺伝子を見出した。次に新たな３つのコホートを用いて検証し、新規の再発関連遺伝
子として KRT17を同定した。さらに自験例を用いた２つのコホートにおいて、KRT17抗
体を用いた免疫組織染色が stage II 大腸癌患者の再発リスクの層別化に有用であることを
明らかにした。これは切除標本を用いて簡単に行える解析方法であり、実臨床の場で有用
な方法と考えられる。また本研究で見出された KRT17が、大腸癌の転移や病勢の進行の原
因を解明する上でさらに発展的な研究に繋がることも期待できる。 
また、審査委員からの質問やコメントに対して別紙（査読者の指導・助言に対する回答）
のとおり的確に回答できており、論文も修正されていた。 
 以上から、本研究は大腸癌の病態を解明する上で価値ある研究と判断され、学位に値す
る。  
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